
特集　平成23年度津別町の予算

「さんさん館」が４月１日にオープン

今月の表紙 歩くスキーの集い　～山の中腹にある見晴台を目指して懸命に登りました～

温故知新

木炭の製造に挑戦

活汲　櫻田　清　さん

まちの話題　春を感じさせる美しい音色　スプリングコンサートが開催

「卒園式にきてください」 青葉幼稚園児が町長に招待状



一
般
会
計
予
算
額
を
科
目
別
に
み
た
の
が
左

の
グ
ラ
フ
１
で
、
歳
入
は
上
の
円
グ
ラ
フ
で
す
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
27
億
６
４

０
０
万
円
で
（
前
年
対
比
３
・
９
％
増
）
歳
入

の
55
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
道

支
出
金
、
地
方
譲
与
税
、
町
債
な
ど
を
加
え
た

の
が
依
存
財
源
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
歳

入
全
体
の
82
・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
、
５
億
３

６
６
３
万
円
で
前
年
度
よ
り
７
・
１
％
増
加
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
金
繰
入
金
は
極
力
抑
え
、
前
年
度

よ
り
58
・
２
％
減
の
６
８
４
０
万
円
と
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
崩
し
で
22
年
度
末
の
一
般
会
計

分
の
基
金
残
高
は
、
積
立
分
も
含
め
32
億
１
０

２
６
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

そ
の
下
の
円
グ
ラ
フ
は
歳
出
を
科
目
ご
と
に

表
し
て
い
ま
す
。
歳
出
の
14
・
６
％
を
占
め
る

公
債
費
は
、
各
種
事
業
を
実
施
し
た
と
き
に
借

り
た
お
金
の
償
還
金
で
約
７
億
２
３
４
５
万
円

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら

比
較
す
る
と
約
１
億
２
６
９
２
万
円
減
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
今
後
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

歳
入
の
55
・
９
％
を

占
め
る
地
方
交
付
税

り
の
参
考
と
す
る
た
め
の
住
民
満
足
度

調
査
に
36
万
円
、
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
研
修
事
業
に
４
０
４
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
民
生
費
で
は
、
子
ど
も
手

当
等
扶
助
費
（
３
歳
児
未
満
（
４
月
〜

１
月
分
）
は
１
万
３
０
０
０
円
か
ら
２

万
円
に
増
額
）
に
８
７
５
０
万
円
、
衛

生
費
は
、
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
の
助
成
に

７
２
４
万
円
、
農
林
業
費
は
、
木
材
工

芸
館
前
庭
の
改
修
工
事
に
６
８
５
万
円
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
支
援

と
し
て
１
１
０
万
円
を
計
上
。
土
木
費

で
は
、
町
営
住
宅
豊
永
団
地
４
戸
の
屋

根
・
外
壁
張
替
改
修
工
事
に
１
２
６
６

万
円
、
消
防
費
に
は
、
防
寒
服
１
１
０

着
の
更
新
に
４
８
１
万
円
、
教
育
費
は
、

少
人
数
学
級
の
実
施
に
伴
う
臨
時
職
員

２
名
の
採
用
に
係
る
経
費
に
９
４
２
万

円
、
船
橋
市
・
ア
ル
プ
ス
市
と
の
青
少

年
交
流
事
業
（
受
入
年
）
に
２
２
８
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
主

要
事
業
に
つ
い
て
は
次
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
表
２
は
今
年
の
一
般
会
計
の

予
算
額
を
町
民
１
人
当
た
り
で
割
り
返

し
た
金
額
で
す
。
５
６
４
６
人
の
町
民

１
人
当
た
り
の
金
額
は
、
87
万
６
５
５

０
円
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目

に
振
り
分
け
ら
れ
た
予
算
は
、
ま
ち
づ

く
り
や
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」「
特
別
会

計
」「
企
業
会
計
」
に
分
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
町
民
の
生
活
全
般
に
わ
た

る
施
策
を
行
う
た
め
に
経
理
す
る
の
が

「
一
般
会
計
」
で
す
。

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
右
表
１
の
と
お
り
49
億
４
９
０
０

万
円
で
対
前
年
度
比
６
・
１
％
の
増
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
23
年
度
地
方
財

政
計
画
に
基
づ
き
前
年
同
様
歳
入
歳
出

の
精
査
と
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
も
の

の
必
要
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
は

広
域
連
合
納
付
金
の
減
額
に
よ
り
６
・

３
％
の
減
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

は
給
水
施
設
整
備
事
業
及
び
地
方
債
償

還
金
の
増
額
に
よ
り
24
・
４
％
の
増
、

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴

い
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
企
業
会
計
の
上
水
道
事
業
会

計
は
企
業
債
償
還
金
の
減
額
に
よ
り

４
・
７
％
の
減
で
す
。

�

�

平成23年度会計別予算額の内訳

地方交付税

27億6,400万円（55.9％）

依存財源

自主財源

18.0％
82.0％

国道支出金

6億3,876万円（12.9％）

町債

4億8,270万円

その他

1億7,226万円

(9.8%)

町税
5億3,663万円
(10.8%)

繰入金

6,840万円 (1.4%)

使用料・財産収入等2億3,469万円（4.8％）

諸収入 5,156万円（1.0％）

総務費

7億3,327万円

（14.8％）

民生費

8億3,813万円

（16.9％）

衛生費

6億2,297万円

（12.6％）

農林業費
3億7,685万円（7.6％）

（15.1％）

商工費
5,107万円

土木費

7億4,520万円

消防費
2億1,881万円

教育費
5億5,336万円
（11.2％）

公債費

7億2,345万円

（14.6％）

議会費 7,835万円（1.6％）

予備費 500万円（0.1％）

労働費

114万円（0.0％）

災害復旧費
210万円（0.1％）

総　額

49億4,900万円

総務費

土木費商工費

農林業費

教育費

議会費

その他

13,877円 129,874円

9,046円 131,987円

372円

202円 66,747円

38,631円 98,009円

886円

町民１人当た
りの予算額
（一般会計）

876,550円

※平成22年国勢調査（速報値）人口5,646人で計算しています。

一般会計予算額の科目別内訳

■グラフ１

【歳入】

【歳出】

【表１】

■表２

町民１人当たり予算額

一般
会計

(3.4%)

消防費

災害復旧費

148,446円 110,339円

民生費 衛生費 労働費

公債費

128,134円

前
年
度
対
比
で

６
・
１
％
の
増

【

】
特別
企業
会計

前
年
規
模
を
上

回
る
特
別
会
計

【

】

依存
財源【

【
町民
予算

】

】

町
民
一
人
当
た
り

予
算
額
87
万
７
千
円

平成23年度の町の予算が、町議会の審議を経て決定しました。

予算の総額は、73億1,280万円で前年度比4.1％の増となりました。行政サービスの中心となる一般会

計は、49億4,900万円で前年度比6.1％の増となっています。主なものは、昨年度より実施している町

営住宅の建て替え事業でまちなか団地（旧営林署跡地16戸）を建設するとともに、特定公共賃貸住宅

（緑町８戸、新町４戸）の建設も行っていきます。また、鹿害対策として、今年度も鹿侵入防止柵

25kmの整備を進めていきます。

町は、厳しい財政状況の中、対話を進めながら中心市街地の活性化を進め「町は舞台、町民が主役」

のまちづくりを推進していきます。今月の特集では、このまちづくりを進めていく町の予算内容につ

いて紹介します。

町町
はは
舞舞
台台
、、
町町
民民
がが
主主
役役

7733
億億
円円
のの
使使
いい
道道

（4.4％）

（1.0％）



な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
、

新
た
な
施
設
の
開
設
を
目
指
し
、
施
設

の
あ
り
方
を
含
め
、
基
本
的
な
方
向
を

決
定
す
る
検
討
を
進
め
ま
す
。

⑤
観
光
事
業
の
充
実
で
は
、
本
年
４
月
、

上
里
の
町
民
の
森
自
然
公
園
周
辺
が
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認
証
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
が
も
た
ら
す

健
康
増
進
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
、
多

く
の
人
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
取
り
進
め

ま
す
。

ま
た
、
当
面
花
を
中
心
と
し
た
取
り
組

み
を
進
め
、
豊
か
な
自
然
景
観
を
有
効

に
活
用
し
、
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す

る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
支
援
を
行

な
い
ま
す
。

⑥
事
務
事
業
の
民
間
委
託
で
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
い
の
園
等
の
民
間

移
譲
、
町
営
バ
ス
と
町
道
維
持
管
理
業

務
の
民
間
委
託
等
に
つ
い
て
、
外
部
委

託
検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
内
容
を
基

本
に
、
目
標
年
度
を
設
定
し
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑦
住
民
満
足
度
の
定
点
調
査
で
は
、
今
後

の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
参
考
と
す
る

た
め
、
施
策
等
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ

ん
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ど
の
程
度
の

満
足
感
を
も
た
れ
て
い
る
か
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

⑧
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
き

ま
し
て
は
、
住
民
と
の
情
報
を
共
有
し

た
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
取
り
組

み
を
検
討
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
を
実
行
す
る

た
め
に
は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
団

体
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
人
づ
く
り
研
修
事
業
」
を
団
体
の
支
援

ま
で
拡
大
し
、
更
な
る
人
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
「
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ
」
は
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
㈱
ア
ン
ビ
ッ
ク
ス
が

運
営
し
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
経
営
環
境

下
に
あ
り
、
相
互
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。

津
別
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
よ
り

「
新
行
政
改
革
大
綱
推
進
計
画
」
の
答
申

を
受
け
て
、
こ
れ
を
第
５
次
総
合
計
画
の

期
間
に
連
動
さ
せ
、
引
き
続
き
行
政
改
革

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

行
政
が
公
共
・
公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

全
て
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

中
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
通
す
る

目
的
の
も
と
に
、
公
益
的
な
活
動
を
行
う

住
民
協
働
社
会
の
実
現
を
目
指
す
仕
組
み

づ
く
り
を
、
自
治
会
組
織
な
ど
関
係
団
体

と
連
携
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

３
月
９
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議
会

に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
予
算
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒
頭
で
佐

藤
町
長
か
ら
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
政
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。（
町
政
方
針
の
全
文
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
昨

年
、
天
候
不
順
や
疫
病
に
よ
り
、
大
幅
な

収
量
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
畑
作
共
済
金

の
補
て
ん
と
玉
ね
ぎ
の
品
薄
状
態
か
ら
価

格
が
高
騰
し
、
平
年
に
近
い
収
入
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。

林
業
、
林
産
業
は
、
個
人
住
宅
の
建
設

が
上
向
き
に
な
り
、
や
や
明
る
さ
を
取
り

戻
し
て
い

ま
す
が
、

依
然
と
し

て
厳
し
い

状
況
が
続

い
て
い
ま

す
。建

設
土

木
業
は
、

国
の
景
気

浮
揚
策
に

よ
る
各
種
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
す
る
公

共
事
業
の
受
注
増
に
よ
り
、
町
内
経
済
に

活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
23
年
度
の
予
算

編
成
は
、
本
町
の
町
づ
く
り
の
基
本
で
あ

る
「
第
５
次
総
合
計
画
」
と
こ
の
計
画
に

連
動
す
る
「
中
期
財
政
計
画
」
と
と
も
に
、

一
つ
一
つ
着
実
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
津
別
町
多
目
的

活
動
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に「
町
は
舞
台
、

町
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

②
廃
屋
対
策
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
し
、
市
街
地
に

お
け
る
廃
屋
の
調
査
、
対
象
物
件
の
設

定
、
助
成
要
件
な
ど
を
検
討
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

③
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
で
は
、
新
し
い

商
品
の
検
討
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
の

PR
な
ど
、
す
で
に
取
り
組
み
を
開
始
し

て
い
る
も
の
を
大
事
に
し
て
、
総
合
計

画
の
地
場
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
こ
ど
も
園
と
支
援
セ
ン
タ
ー
併
用
施
設

の
開
設
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
適
切

今　　　　年　　　　度　　　　の 主　　　　な　　　　事　　　　業

町
政
方
針

美
し
く
て
美
味
し
い
町
に

一
つ
一
つ
着
実
に
事
業
を

実
施

８
つ
の
公
約
の
推
進

地
域
振
興
の
推
進

町政方針を述べる佐藤町長

旧営林署跡地に建設されたまちなか団地

行
財
政
改
革
を
推
進

本年度は鹿侵入防止柵を25km整備

臨時保育士２名を雇用します

地域を支える医療拠点の津別病院 社会教育施設の屋上を改修します

まちづくりの拠点となる「さんさん館」

住
民
と
協
働
の
ま
り
づ
く
り

【総務費】

・多目的活動センター管理運営経費　1,307万円

４月１日にオープンする津別町多目的活動センター（さんさん館）

の管理に係る経費

・森林セラピー事業関連経費　724万円

森林セラピー基地認証に伴う関連事業に係る経費

・町勢要覧発行経費　295万円

2011年版町勢要覧作成（3,000部）に係る経費

【民生費】

・社会福祉管理経費　185万円

ＮＰＯ法人津別手をつなぐ育成会への助成

・老人福祉扶助費　1,200万円

バス無料乗車券は70歳以上を交付対象としていたが、療育手帳、

精神保健福祉手帳所持者も対象として助成を拡大

・保育所運営経費　234万円

障害児保育のため２名の臨時保育士の雇用に係る経費

【衛生費】

・地域医療維持助成事業　5,000万円

住民の健康を守る地域医療を維持確保するため津別病院に助成

・一般廃棄物最終処分場管理経費　2,968万円

ろ過原水ポンプ等の施設器具の修繕に係る経費

【農林業費】

・鹿侵入防止柵設置工事事業　1億3,000万円

鹿の農作物被害防止対策等で鹿侵入防止柵設置（Ｌ＝25km）

に係る経費

【土木費】

・まちなか団地建設整備事業　2億980万円

（委託料18万円、工事請負費1,282万円、公有財産購入費1億9,654万円、

補償補填及賠償金26万円） 町営住宅16戸の建設に係る経費

・特定公共賃貸住宅建設整備事業　2億900万円

（委託料2,658万円、工事請負費1億8,242万円）

特定公共賃貸住宅（緑町８戸、新町４戸）の建設に係る経費

・雪寒建設機械導入事業　3,526万円

除雪ドーザー１台、ロータリー除雪装置１台の購入に係る経費

【教育費】

・津別高校振興対策事業　1,613万円

津別高校の二間口を維持し地元高校存続のための振興対策として、

バス通学費や教科書の補助を行う

・社会科副読本作成経費　211万円

学習指導要領の改正に伴う社会科副読本作成に係る経費

・中央公民館、トレーニングセンター施設整備事業　4,747万円

中央公民館、トレーニングセンターの屋上防水改修工事に係る経費



こ
の
施
設
は
、
公
共
施
設
で
す
。
維
持
管
理
と

運
営
は
町
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
方
で
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
賑
わ
い

を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
行
く
と
い
う

観
点
か
ら
、
昨
年
７
月
12
日
に
住
民
組
織
で
あ
る

「
津
別
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
、
施
設
の
運
営
や
使
用
目
的
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
促
進
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
検
討
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ

た
使
用
の
目
的
及
び
23
年
度
の
主
な
事
業
計
画

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

使
用
の
目
的

・
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
の
収
集
及
び
提
供

に
関
す
る
こ
と
。

・
町
内
外
を
結
ぶ
交
流
の
場
の
提
供
及
び
支
援
に

関
す
る
こ
と
。

・
商
店
街
に
賑
わ
い
取
り
戻
す
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

及
び
開
催
な
ど
、
中
心
街
活
性
化
に
向
け
た
取

組
に
関
す
る
こ
と
。

・
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、
地
場
産
業
活
性
化
に

向
け
た
取
組
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

23
年
度
の
主
な
事
業
計
画
の
内
容

・
４
月
３
日
「
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
」

・
８
月
　
　
「
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
」（
各
種
団

体
の
協
力
に
よ
る
実
行
委
員
会
体
制
に
よ
る
）

・
10
月
　
　
「
つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り
」（
各
種
団

体
及
び
町
と
の
連
携
に
よ
る
）

・
12
月
　
　
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
及

び
点
灯
式
」（
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

推
進
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
）

※
そ
の
他
年
間
を
通
じ
、
地
元
食
材
を
ベ
ー
ス
と

し
た
小
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

次
の
３
つ
の
室
等
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
使

用
料
が
か
か
り
ま
す
。
使
用
料
は
、
中
央
公
民
館

や
町
民
会
館
の
使
用
料
を
参
考
に
１
時
間
当
た
り

の
金
額
を
次
の
表
の
と
お
り
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
が
認
め
る
地
域
活
動
や
社
会
教
育
活
動
を

目
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
他
の
公
共
施
設
と

同
様
に
減
免
や
免
除
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

〈
参
考
〉
町
が
認
め
る
地
域
活
動
団
体
が
団
体
本

来
の
活
動
目
的
で
使
用
の
場
合
は
、
８
割
が
減

額
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
活
動
団
体
が

５
月
に
「
研
修
室
」
と
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
と

「
移
動
調
理
台
２
台
」
を
３
時
間
使
用
し
た
場
合

の
使
用
料
は
、
７
８
８
円
と
な
り
ま
す
。

※
　
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
使
用
許
可
申

請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
の
手

続
き
は
、
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
て

開
館
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

※
　
な
お
、
上
記
以
外
の
室
等
は
、
全
て
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
お
友
達
と
の
待

ち
合
わ
せ
や
休
憩
な
ど
ご
自
由
に
ご
来
館
下
さ

い
。

セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
の
舗
装
化
や
、
国
道
の
歩

道
部
分
の
段
差
改
修
な
ど
の
外
構
工
事
は
、
４
月

中
旬
に
着
手
し
、
７
月
末
の
完
成
で
取
り
進
め
る

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
外
構
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

利
用
さ
れ
る
方
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
外
構

工
事
が
完
了
す
る
７
月
末
ま
で
は
、
駐
車
場
は
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
あ
わ

せ
国
道
側
あ
る
い
は
、
東
町
側
に
入
館
通
路
を
確

保
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
通
に
建
設
の
「
津
別
町
多
目
的
活
動
セ
ン

タ
ー
」
が
、
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
昨
年
４
月
か
ら
実
行
に
移
さ

れ
た
「
第
５
次
津
別
町
総
合
計
画
」
の
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
角
を
担
う
「
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
町
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活

動
を
支
援
し
、
町
民
に
交
流
等
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
情
報
を
発
信
し
、
つ
な

が
り
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
建
設

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
建
物
は
、
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再

生
事
業
な
ど
、
主
に
国
及
び
北
海
道
の
有
利
な

財
源
を
活
用
し
建
設
し
た
も
の
で
す
。
施
設
内

は
、
地
元
カ
ラ
マ
ツ
材
を
加
工
し
た
合
板
材
や

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
建
具
・
家
具
な
ど
、
地
元
木

材
加
工
技
術
を
駆
使
し
た
「
木
の
ま
ち
・
つ
べ

つ
」
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
に
は
、
観
光
案
内
な
ど
の
「
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
や
移
動
キ
ッ
チ

ン
を
備
え
た
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」、
そ
し
て
、
ウ

ッ
ド
デ
ッ
キ
の
「
多
目
的
広
場
」
を
設
け
て
お

り
、
町
で
は
、
こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
た
町
民

が
主
体
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
の
取
り

組
み
を
通
じ
、
中
心
街
に
賑
わ
い
を
創
出
し
、

地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
と
し
て

い
ま
す
。

町
民
の
み

な
さ
ま
の
ご

利
用
を
心
よ

り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

施
設
の
使
用
に
は
、

使
用
料
が
か
か
り
ま
す

セ
ン
タ
ー
の
外
構
工
事
は
、

本
年
７
月
ま
で
に
完
成

町民によるまちづくり 活動の拠点施設完成

施設の概要
名　　　称　津別町多目的活動センター（愛称：さんさん館）

住　　　所　津別町大通７番地

開館の時間　午前10時から午後９時まで

休　館　日　毎週水曜日及び12月30日から翌年の１月４日までの日

施設の内容
まちづくりセンター施設：管理運営の「事務室」／情報発信の拠点「インフォメーションコーナー」

多目的施設：会合が出来る「研修室」／移動キッチンを備えた「多目的ホール」

ウッドデッキの「多目的広場」／津別の特産品を販売する「ミニショップコーナー」

地産地消を目指す「カフェコーナー」

公 衆 施 設：公衆トイレ／多目的トイレ／乳幼児を対象とした「遊び場コーナー」

カフェテリア／駐車場

※トイレの使用時間は、開館時間に限られます。館内はすべて土足使用となっております

が、スパイク付きの靴での入館はご遠慮ください。

施
設
の
運
営
と
使
用
目
的

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
事
務
室

†

０
１
５
２-

77-

３
７
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
５
２-

77-

３
７
７
６

【多目的ホール（中央は移動キッチン）】 【インフォメーションコーナーと事務室】【カフェテリア】



２
月
21
日
、
22
日
の
２
日
間
、
共
和
の
津
別
町

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
「
介
護
技
術
学
習
会
」

（
津
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
講
師
に
札
幌
市
の
「
北
の
く
ら
し
と
地
域

ケ
ア
研
究
所
」
代
表
の
鈴
木
英
樹
さ
ん
を
招
き
、

２
日
間
で
76
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
は
、
町
内
の
高
齢
者
介
護
に
携

わ
る
職
員
が
対
象
で
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に
わ

か
れ
て
、
普
段
お
こ
な
っ
て
い
る
介
護
や
リ
ハ
ビ

リ
の
方
法
を
再
確
認
し
、
最
新
の
用
具
を
使
っ
た

技
術
や
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん

は
、
町
内
に

３
日
間
滞
在

し
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な

ど
の
施
設
を

視
察
。
職
場

で
の
実
技
指

導
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

３
月
12
日
、
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
傾
聴

講
座
（
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
12
名
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
総
合
福
祉
研

究
セ
ン
タ
ー
の
五
十
嵐
教
行
理
事
長
を
招
き
「
す

ぐ
活
か
せ
る
傾
聴
（
心
を
傾
け
て
聴
く
）
方
法
」

を
テ
ー
マ
に
、
簡
単
な
傾
聴
方
法
や
傾
聴
す
る
上

で
の
留
意
な
ど
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
の

途
中
に
は
、
隣
同
士
で
う
な
づ
き
合
っ
た
り
、
目

と
目
を
合
わ
せ
て
話
し
た
り
、
傾
聴
し
て
い
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
練
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
十
嵐
理
事

長
は
「
目
を
合

わ
せ
て
話
せ

ば
、
威
圧
す
る

こ
と
も
で
き
る

し
、
愛
情
を
持

っ
て
接
す
る
こ

と
も
で
き
る
ん

で
す
よ
」
と
話

し
、
参
加
者
は

傾
聴
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま

し
た
。

介
護
の
知
識
や
基
本
を
学
ぶ

介
護
技
術
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

料
理
に
挑
戦

男
の
料
理
教
室
開
催

３
月
13
日
、
ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ

つ
奥
林
道
で
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
（
社

会
教
育
課
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
20
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
か
ら
上
里
ま
で
は
バ
ス

で
移
動
し
、
林
道
に
到
着
。
歩
い
た
の

は
１
周
約
３
d
の
コ
ー
ス
で
、
途
中
山

の
中
腹
に
あ
る
見
晴
台
を
目
指
し
、
懸

命
に
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
初
心
者

か
ら
愛
好
者
の
方
も
多
く
集
ま
り
、
体

力
の
あ
る
方
は
２
周
目
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
ス
キ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。

歩
い
た
後
は
温
泉
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
食
事
と
入
浴
を
し
、
日
々
の
疲
れ
を

い
や
し
ま
し
た
。

雪
国
の
森
を
歩
く

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
開
催

社
会
教
育
講
座

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

傾
聴
の
大
切
さ
を
学
ぶ

傾
聴
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た

２
月
17
日
、
24
日
、
３
月
３
日
の

３
日
間
、
町
民
会
館
、
調
理
室
で
津

別
町
役
場
の
武
田
栄
養
士
と
我
妻
栄

養
士
が
講
師
を
担
当
し
「
男
の
料
理

教
室
」
が
、
津
別
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
17
日
は
、
60
歳
以
上
の
男
性

の
方
16
名
が
５
班
に
分
か
れ
て
、
津

別
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
方
５
名
の
協
力
、
ア
シ
ス
ト
を
受

け
て
、
料
理
作
り
に
挑
戦
。
献
立
は
、

ご
飯
、
大
根
と
ふ
の
り
の
味
噌
汁
、

ほ
っ
け
の
も
み
じ
焼
き
、
筑
前
煮
、

栗
入
り
豆
腐
蒸
し
パ
ン
。

料
理
は
手
際
よ
く
調
理
さ
れ
、
見

た
目
も
よ
く
、
美
味
し
い
料
理
に
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

３
月
12
日
、
社
会
教
育
講
座
（
社
会

教
育
課
主
催
）「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ

キ
ン
グ
in

チ
ミ
ケ
ッ
プ
」
が
チ
ミ
ケ

ッ
プ
ホ
テ
ル
か
ら
見
晴
台
を
目
指
す
コ

ー
ス
で
、
町
民
の
方
23
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
は
、
雪
の
上
を
楽

に
歩
く
た
め
の
雪
上
歩
行
具
（
西
洋
か

ん
じ
き
）
で
、
初
め
て
の
人
で
も
簡
単

に
、
気
軽
に
楽
し
め
る
道
具
で
す
。

チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
の
森
に
詳
し
い
ガ
イ

ド
の
太
田
博
茂
さ
ん
が
案
内
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

深
い
雪
の
森
の
中
を
散
策
し
、
見
晴

台
か
ら
の
冬
の
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
の
眺
め

は
そ
う
快
で
し
た
。

３
月
５
日
、
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
で
ア

ソ
ビ
バ
！
つ
べ
つ
（
社
会
教
育
課
主

催
）
の
「
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
体
験
」
に

児
童
22
名
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
６
名
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
風
も

な
く
温
か
い
１
日
で
し
た
。

チ
ミ
ケ
ッ
プ
ホ
テ
ル
の
勝
田
支
配

人
よ
り
、
参
加
し
た
児
童
に
温
か
い

コ
コ
ア
の
差
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
昨
年
も
参
加
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
あ
ま
り
釣
れ
ま
せ
ん
」。

釣
果
は
い
ま
い
ち
で
し
た
が
、
ワ
カ

サ
ギ
、
ヤ
マ
ベ
、
ニ
ジ
マ
ス
、
ウ
グ

イ
が
釣
れ
る
と
大
き
な
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

冬
の
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
の
釣
り

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た

３月５日、中央公民館で、スプリングコンサー

ト（活汲小中学校ＰＴＡ、リコーダーアンサンブ

ル保護者会主催）が開催され、約120名の方が演

奏を楽しみました。

コンサートには、活汲小中学校のほかに、陸別

リコーダーアンサンブルクラブ、ＲＥＣつべつ、

津別混声合唱団、津別中学校吹奏楽部の５団体が

参加。日々の練習の成果を披露し、コンサート最

後の出演者全員の合同演奏「Tomorrow」では、

観客から大きな拍手が送られました。

３月27日に開催予定の全国リコーダーコンテ

ストは東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）の

影響で中止になりました。

春
を
感
じ
さ
せ
る
美
し
い
音
色

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

３月９日、青葉幼稚園の「そらクラス」

の園児14名が23日に行われる卒園式への

「かわいい招待状」を持って佐藤多一町長

のもとを訪れました。

園児たちは、初めて入った町長室に緊張

しながらも「こんにちは！」と元気な声で

挨拶。卒園児の代表が「卒園式にぜひおい

でください」と言って招待状を渡すと、佐

藤町長は「必ず行きます」と笑顔で受け取

りました。その後、園児から「津別の町は

どうやってできていますか」「津別は何で

木だらけなんですか」などと質問があり、

最後に記念撮影をしてお別れしました。

「卒園式に来てください」

青葉幼稚園児が町長に招待状

佐藤町長に質問する園児たち佐藤町長と記念撮影をする園児



父
親
は
「
秋
田
県
か
ら
女
満
別
町
に

移
り
住
み
、
主
に
水
田
の
水
を
管
理
す

る
客
土
、
暗
渠
排
水
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
」
と
昔
を
振
り
替
っ
て
く
れ
た
。

昭
和
14
年
、
製
炭
（
木
炭
の
製
造
）

夫
と
し
て
滝
上
町
に
入
植
。

「
私
も
両
親
と
一
緒
に
木
炭
の
製
造
に

携
わ
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

当
時
「
木
炭
は
、
家
庭
用
の
燃
料
と

し
て
炊
事
や
暖
房
用
に
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
他
の
燃
料

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
消
費
が
大
き
く

激
減
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

昭
和
33
年
５
月
か
ら
、
津
別
町
内
の

谷
本
木
工
場
、
進
藤
組
、
藤
田
木
材
、

窪
田
林
業
な
ど
の
会
社
で
林
業
関
係
の

仕
事
に
従
事
す
る
。

「
製
材
工
場
や
造
林
、
造
材
関
係
の
会

社
に
勤
務
し
ま
し
た
が
、
会
社
の
倒
産
、

親
方
の
廃
業
な
ど
で
職
場
を
変
わ
り
ま

し
た
」
と
話
す
。

「
製
材
工
場
は
、
と
て
も
資
源
を
大
事

に
扱
う
産
業
で
『
木
取
り
』（
１
本
の

丸
太
か
ら
、
い
か
に
無
駄
な
く
製
品
を

採
材
す
る
た
め
、
位
置
を
決
め
る
こ
と
）

は
、
長
年
の
経
験
と
勘
で
自
信
が
あ
り

ま
し
た
」
と
語
る
。

「
平
成
元
年
、
町
内
に
あ
る
粘
土
で
釜

を
作
り
、
活
汲
の
緑
川
一
也
さ
ん
所
有

山
林
の
手
入
れ
で
、
出
て
き
た
残
材

（
曲
が
っ
た
木
や
折
れ
た
木
）
を
使
い
、

昔
な
が
ら
の
製
造
方
法
で
炭
焼
き
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
」。「
出
来
上
が
っ
た
木
炭
は
、

地
元
の
久
保
金
物
店
㈱
が
取
り
扱
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
遠
く
は
釧
路
市
内
の
業

者
も
買
に
来
ま
し
た
」
と
話
す
。

「
炭
焼
き
の
時
に
副
産
物
と
し
て
製
造

さ
れ
る
木
酢
液
は
、
現
在
、
失
効
農
薬

で
す
が
、
過
去
に
は
農
薬
と
し
て
登
録

さ
れ
、
畑
の
害
虫
対
策
や
土
壌
改
良
に

使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
話

さ
れ
た
。

「
木
炭
に
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な

い
効
果
が
あ
り
、
除
湿
、
脱
臭
、
水
の

浄
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
、
様
々

な
使
い
道
が
あ
り
ま
す
」
と
語
る
。

平
成
10
年
４
月
、
高
齢
と
原
木
の
確

保
の
難
し
さ
か
ら
櫻
田
製
炭
を
廃
業
。

「
炭
焼
き
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
思
い
出
で
す
」
と
話
す
櫻
田
さ
ん
。

さくらだ　きよし　さん／昭和３年５月、大空町（旧女満別町）
で生まれる／82歳／活汲在住

さ
ん

木
炭
の
製
造
に
挑
戦

櫻
田
　
清

【396】

お問い合わせ †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

お問い合わせ　役場健康医療グループ　健康推進担当　† 76－2151（内線332）

４
月
は
何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
飲
ん
だ
お
酒
は
ど
う
な
る
の
？

「
肝
臓
の
は
た
ら
き
」

口
か
ら
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
胃
や

小
腸
の
粘
膜
か
ら
吸
収
さ
れ
、
肝
臓
で

無
害
な
も
の
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
普
段

肝
臓
は
、
食
事
に
含
ま
れ
る
脂
肪
や
糖

の
代
謝
や
貯
蓄
、
体
に
有
害
な
物
質
の

分
解
な
ど
様
々
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
は

最
優
先
の
仕
事
で
す
。
１
日
に
肝
臓
が

処
理
で
き
る
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
60
ｇ

が
限
界
で
、
１
日
の
適
量
は
20
ｇ
以
下

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。

★
お
酒
は
太
ら
な
い
？

ア
ル
コ
ー
ル
は
太
ら
な
い
と
い
い
ま

す
が
、
体
の
中
で
実
際
に
利
用
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１
ｇ
約
７
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
あ

り
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
も
適

量
の
摂
取
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

★
お
酒
っ
て
体
に
悪
い
の
？

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
「
適
量
の
飲

酒
」
は
良
い
効
果
も
あ
り
ま
す
。
血
行

が
よ
く
な
っ
た
り
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

★
お
酒
の
飲
み
方
の
工
夫

①
休
肝
日
を
設
け
る

毎
日
の
飲
酒
は
肝
臓
の
負
担
で
す
。

飲
ま
な
い
曜
日
を
決
め
る
、
飲
み
会
の

次
の
日
は
家
で
の
晩
酌
を
我
慢
す
る
な

ど
、
自
分
に
あ
っ
た
休
肝
日
を
週
に
２

日
設
け
ま
し
ょ
う
。

②
食
べ
過
ぎ
に
注
意
す
る

ア
ル
コ
ー
ル
は
食
欲
亢
進
の
作
用
が

あ
り
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
は
肝
臓
に
余
分

な
脂
肪
が
た
ま
り
、
肝
機
能
が
低
下
す

る
原
因
に
な
り
ま
す
。

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
、

異
変
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
か
な
り
悪

化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
少
し

だ
け
肝
臓
に
優
し
い
生
活
を
こ
こ
ろ
が

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

学
生
時
代
に
鍛
え
た
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
！

石
田
　
貫

さ
ん

いしだ　とおる さん／昭和62年１月生まれ

ＪＡつべつに勤務／達美在住

お
酒
と
正
し
く
付
き
合
お
う

肝
臓
に
優
し
い
生
活
を

確
定
申
告
の
内
容
で
誤
り
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
手
続
き
が
あ
り

ま
す
。

【
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
更
正
の
請
求
』
を
し
て
正
し
い
税
額
へ

の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
手
続
き
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
期
限

か
ら
１
年
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
に
つ
い
て
は
平
成
24
年
３
月
15
日
ま

で
に
な
り
ま
す
。

【
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
修
正
申
告
』
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修

正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
修
正
申
告
に

よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
税
額
に
は
延
滞
税

が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

修
正
申
告
や
税
務
署
長
が
更
正
を
行
う
場

合
に
は
、
新
た
に
加
算
税
が
賦
課
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
】

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
直
ち

に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。
確
定
申
告
期
限

を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を
『
期
限
後
申
告
』

と
い
い
、
こ
の
申
告
に
は
加
算
税
が
賦
課

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
期
限
後
申
告

に
よ
っ
て
納
め
る
税
額
は
申
告
書
を
提
出

す
る
日
ま
で
に
延
滞
税
と
併
せ
て
収
め
て

く
だ
さ
い
。 確

定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
に
は

「
今
年
で
２
年
目
に
な
る
の
で
よ
り
よ

い
農
業
に
貢
献
し
た
い
で
す
」
と
話
す

の
は
、
昨
年
の
４
月
か
ら
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ

に
就
職
し
た
石
田
貫
さ
ん
で
す
。
現
在
、

経
済
部
農
産
販
売
課
に
配
属
さ
れ
、
農

作
物
の
精
算
関
係
を
担
当
。「
言
葉
使

い
に
気
を
付
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
あ
い
さ
つ
は
必
ず
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

石
田
さ
ん
の
出
身
地
は
札
幌
市
で
、

北
海
高
校
を
卒
業
後
、
札
幌
大
学
で
経

済
学
科
を
専
攻
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
カ
レ

ッ
ジ
で
農
業
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
を
伺
っ
て
み
る
と
「
親
が
農
業
に

関
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
て
、
自
分

も
自
然
と
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

目
指
し
て
い
た
職
業
に
就
け
て
と
て
も

嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

高
校
時
代
に
は
、
陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部

で
全
国
大
会
に
３
回
出
場
し
て
い
る
石

田
さ
ん
。
常
に
走
る
競
技
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
今
で
も
休
日
に
は
１
〜
２
時

間
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
か
か
さ
な
い
そ
う

で
す
。「
今
後
は
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
に
で

て
、
ベ
ス
ト
10
に
は
入
り
た
い
で
す
！
」

と
強
い
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。



固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
縦
覧
を
、
４
月
１
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
・
祝
祭

日
を
除
く
）
住
民
生
活
課
税
務
担

当
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
と
は
自
分
の
資
産
の
評
価

額
と
他
の
評
価
額
を
比
較
し
適
正

さ
を
検
討
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

自
分
の
資
産
の
内
訳
（
土
地
・

家
屋
）
を
見
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

通
年
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

中
に
固
定
資
産
の
名
義
を
変
え
た

方
や
家
屋
の
取
り
壊
し
の
あ
っ
た

方
は
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

に
は
課
税
明
細
書
が
添
付
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場

税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
２
０)

受
験
資
格

Ａ
区
分

大
学
卒

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

を
含
む
）

Ｂ
区
分

大
学
卒
以
外

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

願
書
交
付

３
月
２
日
（
水
）

募
集
受
付

４
月
１
日
（
金
）
〜

４
月
13
日
（
水
）

第
１
次
試
験

５
月
８
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

美
幌
警
察
署
　

†
72-

０
１
１
０

※
北
海
道
警

察
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
確

認
で
き
ま

す
。

４
月
か
ら
土
、
日
曜
日
の
社
会

教
育
施
設
の
閉
館
時
間
が
変
わ
り

ま
す
。

中
央
公
民
館

午
後
６
時
以
降
、
施

設
利
用
が
な
け
れ
ば
閉
館
に
な
り

ま
す
。

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
　
最
終
施
設
利

用
終
了
後
、
利
用
が
な
け
れ
ば
閉

館
に
な
り
ま
す
。
ま
た
終
日
施
設

利
用
が
な
い
場
合
は
、
臨
時
休
館

に
な
り
ま
す
。

※
通
常
の
利
用
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
10
時
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
　
社
会
教
育
課

†
76-

２
７
１
３

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
、
明

る
く
住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

日

時
　
４
月
７
日
（
木
）

午
後
７
時
〜

場

所

町
民
会
館
講
堂

そ
の
他
　
交
通
安
全
標
語
の
表
彰
式

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
　
住
民
生
活

グ
ル
ー
プ
†
76
｜
２
１
５
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ† 76－2151

FAX    76－2976

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

と
閲
覧
は
４
月
１
日
か
ら
で
す

平
成
23
年
度
第
１
回

「
警
察
官
」
採
用
試
験
案
内

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会

を
開
催
し
ま
す

土
、
日
曜
日
の
社
会
教
育
施
設

の
閉
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す

◎利用期間 ４月24日(日）～10月31日（月）

（気象状況等により変更になる場合があります）

◎定 休 日 毎週火曜日(５月３日・10月25日は営業します）

◎利用時間 4月、5月：午前８時～午後７時

6月～8月：午前７時～午後７時

9月　 ：午前７時～午後６時

10月　 ：午前８時～午後５時

◎使用料 （町内の小中高生は無料です）

シーズン券販売～４月19日から販売をします。

場　所 中央公民館　

（月～金　午前９時～午後５時まで）

持ち物 顔写真・券代金・印鑑

◎利用期間 ５月１日（日）～10月30日（日）

◎休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

◎利用時間 平　日　午前10時～午後８時30分

（午前11時50分～午後1時・午後4時50分～午後6時は休憩時間）

土・日・祝日　午前10時～午後５時　　

（午前11時50分～午後１時は休憩時間）

シーズン券の受付 ４月26日～30日までは中央　　

公民館。５月１日以降は温水プールで随時受付。

持ち物 顔写真・印鑑・身分証明書・券代金

（更新の方は券代金のみ）

◎問い合わせ先　中央公民館 社会教育課　†76－2713

◎利用期間 5月1日～10月30日までの土・日・祝祭日

7月20日～8月20日までの期間

◎利用時間 午前10時から午後6時まで　　　　　　　　　　

◎利用料金 町民の方は団体料金で利用できます。

ふれあい公園パークゴルフ場は４月24日オープン予定です！

昨年のシーズン券ホルダーの返却をお願いします！

�

�

�

�

�

グレステンスキー場は
5月1日オープンです！

本岐地区多目的公園パークゴルフ場は４月29日から11月３日までの期間楽しめます！

�

�

�

温水プール「すいむ」は
5月1日オープンです！

元五輪選手岩谷高峰さんの講習会も予定しています

・ 8月 1日（水の日）

・ 9月19日（敬老の日）

・10月10日（体育の日）

・10月30日（プール納め）

・５月 1日（プール開き）

・５月 5日（子どもの日）

・６月27日（オープン記念日）

今年のすいむ無料開放日

新
生
活
が
始
ま
る
季
節

交
通
事
故
に
注
意
し
よ
う
！

住民生活

グループ

†７６－２１５１

４
月
を
迎
え
、
雪
解
け
の
中
に

春
の
匂
い
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
町
に
は
初
め
て
の
通
園

や
通
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
小
さ

な
姿
が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
、
こ
の

機
会
に
通
学
路
や
日
常
の
行
動
範

囲
を
お
子
さ
ん
と
歩
き
、
子
ど
も

の
目
線
に
立
っ
て
、
ど
こ
に
危
険

が
潜
ん
で
い
る
か
、
ど
う
し
た
ら

安
全
か
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
が
起
き
て
し
ま
う
前
に

ご
両
親
の
責
任
に
お
い
て
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
交
通
安
全
に
つ
い

て
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で

す
。ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の
近
く
を

通
る
と
き
は
、
十
分
な
注
意
と
減

速
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
新
生

活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
季
節
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
気
分
も
浮
つ
き
が

ち
に
な
り
ま
す
。

車
両
同
士
の
事

故
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◎脱衣場ねらい発生！

２月中、美幌町内の公衆浴場の脱衣場において、

脱衣棚から所持品を盗まれる・物色される被害が２

件発生しています。

◎灯油盗難事件発生！

２月中、津別町内の会社敷地内に設置のホームタ

ンクから灯油が盗まれる被害が１件発生しています。

◎お子さんの携帯電話にフィルタリング設定を！

コミュニティサイト等の非出会い系サイトに起因す

る児童の犯罪被害が急増しています。こうした犯罪被

害からお子さんを守るためには、サイトへの接続を制

限するフィルタリング設定が効果的で、青少年インタ

ーネット環境法においても、フィルタリング設定が保

護者の義務としています。お子さんを犯罪被害に遭わ

せないためにも、ご理解をお願いします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線222

▼学生納付特例制度があります

学生納付特例とは、所得がない学生

の方が、将来、年金を受け取ることが

できなくなることや、不慮の事故等に

より障害が残ってしまった場合に、障

害基礎年金を受けることができなくな

ることを防止するため、本人の申請に

より保険料の納付が猶予される制度で

す。

▼ 学生納付特例を受けると年金受

給資格に算定されます

学生納付特例を受ずに「未納」にし

ていると、将来、障害基礎年金や遺族

基礎年金、老齢基礎年金の受給に際し、

未納期間が保険料納付の資格期間から

除外されてしまいます。

▼手続きはとても簡単です

手続きには年金手帳、学生証または

在学証明証、印鑑が必要です。

【問い合わせ先】

北見年金事務所・国民年金課

†0157－25－9635

学生の皆さん！ご存知ですか

《お知らせ》

住宅用火災警報器の設置が義務付けられていま

す。全ての住宅に平成23年５月31日までに設置

することとなっています。（町内電気店で取り扱っています）

火災予防統一標語

「消したかな　あなたを守る　合言葉」

４月20日～４月30日までの11日間

■問い合わせ先 津別消防署 † 76－2189

サイレン吹鳴 ４月20日～４月26日　午後７時～

消防車による町内広報 ４月20日～４月30日

消防団車両等による防火パレード ４月16日　午後１時～

防火教室・救急教室 期間中に随時実施

定
期
預
金
が
満
期
に
な
っ
た
の

で
、
窓
口
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で

「
貯
金
し
て
も
金
利
は
低
い
。
こ
れ

は
３
％
だ
か
ら
お
得
で
す

よ
」
と
養
老
保
険
を
勧
め
ら

れ
た
。
そ
れ
な
ら
と
思
い
、

満
期
の
貯
金
か
ら
支
払
い
を

し
、
全
て
払
っ
た
と
思
っ
て

い
た
が
、
先
日
今
後
の
保
険

料
を
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い

と
い
う
案
内
が
来
た
。
当
初

払
っ
た
の
は
３
年
分
で
、
残

り
７
年
分
を
こ
れ
か
ら
払
い

込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
高
齢
の
私
に
は
大
変
な
金
額

に
な
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
か
。

保
険
料
は
ま
と
め
て
払
う
と
月
払
い

よ
り
も
割
り
引
か
れ
、
そ
の
割
引
率
が

窓
口
で
言
わ
れ
た
「
３
％
」
だ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
高
齢
者
に
対
し
て
、

前
納
割
引
率
を
利
率
と
誤
解
さ
せ

る
よ
う
な
説
明
は
問
題
で
あ
り
、

長
い
期
間
の
保
険
と
い
う
説
明
も

不
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

高
い
年
齢
で
の
契
約
の
た
め
、

保
険
料
は
割
高
に
な
り
ま
す
。
か

と
い
っ
て
解
約
と
な
る
と
返
戻
金

は
わ
ず
か
で
半
額
以
下
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
今
後
の
保
険
料
の
支

払
い
は
や
め
て
、
満
期
金
を
小
さ

く
し
「
払
い
済
み
保
険
」
に
し
て
保
証

を
得
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険

会
社
に
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A

「
利
回
り
良
い
保
険
」
に
注
意
！

登録料　１頭につき 3,000円

（登録は犬の生涯に１回です）

注射料　１頭につき　３,040円

（注射は毎年１回必ず受けなけ

ればなりません）

狂犬病予防注射と飼い犬登録日程表

・犬の飼い方に関する苦情が多く寄せられています！

・飼い犬は引き綱につなぎましょう！

・犬の糞（ふん）は持ち帰りましょう！

・犬のオシッコを他人の家の塀や門などにさせないようにしましょう！

平
成
23
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜

犬
登
録
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
犬
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
ま
で

犬
を
連
れ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

状
況
に
よ
り
時
間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
最
寄
り
の
会
場
に

行
け
な
い
場
合
は
、
ほ
か
の
会
場
で
も
受

付
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
予
防
注
射
と
登

録
を
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問い合わせ先 役場　住民生活グループ †76－2151（内線215）

国
民
健
康
保
険
（
退
職

者
医
療
も
含
み
ま
す
）
の

保
険
証
の
更
新
を
左
記
の

日
程
表
の
と
お
り
行
い
ま

す
。必

ず
期
日
ま
で
に
更
新

の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

（
75
歳
以
上
の
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）

な
お
、
特
別
な
理
由
も

な
く
保
険
税
を
納
め
な
い

人
に
は
、
有
効
期
限
の
短

い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

納
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ

て
も
滞
納
を
続
け
て
い
る

と
、
保
険
証
を
返
却
願
い

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
、
病
院
に
か

か
る
と
き
は
い
っ
た
ん
10

割
の
医
療
費
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
未
納
が

あ
る
方
は
、
役
場
健
康
医

療
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
税
務

収
納
グ
ル
ー
プ
に
ご
相
談

下
さ
い
。

更
新
手
続
き
の
方
法

【
必
要
な
も
の
】

保
険
証
、
印
鑑

※
４
月
か
ら
社
会
保
険
に

な
る
方
は
、
国
保
の
喪

失
届
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
　

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
　

†
76-

２
１
５
１

内
線
２
２
９

飼い主の皆さんにお願い！

移動採血車「ひまわり号」が来町し

ます。みなさんのあたたかいご協力を

お願いします。

実施日 ４月７日（木）

場所：時間

役場議事堂前　９時30分～11時50分

〃　　 13時00分～14時20分

丸玉産業前 14時40分～15時30分

石橋呉服店 15時50分～16時30分

※当日献血にご協力いただいた方には、

ライオンズクラブよりプレゼントを

お渡しします。

問い合わせ先

役場健康推進担当†76－2151

内線231・232

申込・問い合わせ先 役場　介護福祉グループ福祉担当

† 76－2151（内線234）

※福祉寮の申し込みの際は、詳細について聞き取りを行います。

申込期日 平成23年４月11日（月）

保険証更新日程表（土・日・祝日は除きます）

保
険
証
（
見
本
）


